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街中でよく見るスズランは
ドイツスズランです！

海外原産
植えたもの



学芸員のフィールドノート
 2018年に環境局生物多様
性担当係と共同調査。厚別
区、白石区などで確認。

 調査した生育地では開花は
無かった。林内で光が差し
込む場所に突然に生えてい
る。周囲の大きな草木との
光をめぐる競争が考えられ
る。

 地域で保全活動を行ってい
る手稲区の富丘西公園は観
察のみ（写真）。

札幌市の
花

札幌市の
花



スズラン生育地①（厚別区）













生育地の真上を見上げた写真（開空度） 周囲の環境



スズラン生育地②（白石区）













生育地の真上を見上げた写真（開空度） 周囲の環境





学芸員のフィールドノート
 山地の2カ所で現存を確認。
うち1カ所では、斜面で探
すこと1時間余り。あきら
めムードが流れる中、学芸
員は内心「このままでは帰
れない！」と勘を研ぎ澄ま
せ、執念で見つけた。

 国内では、他に大雪山系で
しか生育していない種。

 なぜ、大雪山とは遠く離れ
た札幌の山にあるのか、詳
しいことは分かっていない。 日本固有種



学芸員のフィールドノート
 市内で過去に記録のある唯
一の場所へ！けっこうな絶
壁で、気温35度の猛暑も
忘れる冷汗もの。

 手の届くところにある個体
を見つけて、なんとか植生
調査を実施。

 日本国内では道内数カ所に
しかない。ジンヨウキスミ
レ同様に、なぜ札幌にポツ
ンと分布しているのか？



学芸員のフィールドノート
 市内の1カ所で確認。山の
ガケが崩れて大きな岩が積
み重なった場所。

 全国でも数カ所でしか見ら
れないレアなシダ植物。そ
の脇を登山者が登っていく。



学芸員のフィールドノート
 湖岸の湿地に生える植物で、
国内でも数カ所、市内では
1カ所に知られている。

 マット状に繁茂するが、果
実はほとんど確認できな
かった。



学芸員のフィールドノート
 重要な種のため、2018年か
ら５年間の継続調査を実施。
2つのエリアで総計40個体を
確認。そのうち、10個体が
途中で確認できなくなった。

 これまで知られていなかっ
た新たな生育地を発見！発
見者によると「経験上、あ
りそうだなと思ったから」
とのこと。

 6月はこの花目当ての登山者
が多い。「調査ですか？」
と声をかけられ、かつての
生育状況を教えてくれたこ
とも。





学芸員のフィールドノート
 別の植物の調査に向かう途
中で、たまたま発見！そこ
で休憩しなかったら、出会
えなかった。第六感？

 池・沼の岸辺に生える植物。
発見した場所は、小さな沢
筋の水たまり。

 昭和10年代以前の標本で
は、白石や琴似付近でも採
集されている。当時は水辺
があったことを植物標本が
教えてくれる。 市内で新産地

（2017年報文公表）



発見した生育地の環境

植生調査の
方形区

6月（発見時）
水没していた

9月
水位ゼロ



過去の押し葉標本が語ること
収蔵:小樽市総合博物館

標本番号NP001171

↑
古いラベル
:寄贈者が作成（原本）

↑
新しいラベル:小樽市博で原本を転写し新たに作成。



学芸員のフィールドノート
 2021年に風穴地の調査で偶
然に発見。学芸員はこの植
物をここで初めて見た。

 同行の首藤博士（北大総
博）がこの植物を見た経験
があったので気づくことが
できた。学芸員一人では素
通りだったろう。

 冷たい風の吹き出し口で、
コケがもふもふと生えてい
る場所に生育。

 生育範囲は数ｍと非常に狭
く、崩れやすい場所。実際、
2022年に隣の斜面が崩壊！



学芸員のフィールドノート
 札幌市版レッドリスト2016
では類似種ホソバドジョウ
ツナギが準絶滅危惧（NT）。
湿地や水辺を好み、全国的
にも希少な植物。

 2021年に北区の河川整備の
事前調査で見つかり、情報
をいただいた。河川整備で
は群落の一部を残すことに。

 見分けが難しいのと目立た
ないのとで、専門家でも見
過ごしている可能性が高い。
ホソバ～、ハイ～ともに過
去の市内の標本に誤同定が
ないか確認する必要がある。

標本:札幌市博物館活動センター収蔵





コウライワニグチソウ 【高麗鰐口草】
クサスギカズラ科

学名 Polygonatum x desoulavyi

ワニグチソウ と ヒメイズイの雑種由来の植物



学芸員のフィールドノート
 2018年に市内2カ所で調査
したが、見つからなかった。
年度末の活動報告展で「未
確認」として紹介。

 展示を見た植物好きの市民
が2019年に発見！

 2021年には果実が付いて
いるのを確認。タネに発芽
能力があるかどうかは未確
認。



･ ･ ･なのかもしれない?!
と、思って見る。
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